
○平成３０年７月豪雨をはじめ、全国的には令和元年東日本豪雨（台風第１９号）など、気候変動の影響による近年頻発化・
激甚化する降雨状況を鑑み、太田川水系における今後の治水対策の方向性として、太田川水系河川整備計画を変更します。

○太田川を軸に形成された自然、歴史、文化を保全し、安全・安心な暮らしを守るため、流域全体で関係機関等が連携を図りなが
ら、「水の都ひろしま」を次世代へ引き継ぐ太田川の川づくりを進めます。

平成30年7月豪雨において三篠川では、これまでの観測史上
最高水位を更新する大きな洪水が発生し多くの被害が発生。
近年では平成17年9月（太田川）、平成26年8月（根谷川）と
災害が頻発化。
高潮被害も平成3年、11年、16年に発生。
→被害の軽減に向けた治水対策の着実な推進を図る。

＜主な内容＞
□洪水を安全に流す対策
（例）堤防の整備、河道掘削、
適正な分派を行う水門の改築

□高潮対策
（例）堤防の整備

□既存施設を活用した被害軽減
（例）堤防強化、耐震対策

①被害の防止・軽減に向けた治水対策の推進
（再度災害防止対策・河川における対策）

平成３０年７月豪雨をはじめ、全国的には令和元年東日本
台風など、気候変動の影響による近年頻発化・激甚化
する降雨状況を鑑み、太田川水系における今後の治水対策
（事前防災）が必要。
→広島市街地のみならず太田川本川全体の治水安全度を
向上させる治水対策（洪水調節）の具体的検討を行う。

＜主な内容＞
□洪水調節機能向上の検討
（例）既存ダムと連携・有効
活用し、不足する洪水調節
機能の向上

□既存ダムの洪水調節機能
の強化
（例）治水協定の締結による
事前放流の取り組みを推進

②気候変動を見据えた事前防災対策の加速化
（洪水調節機能の向上）

平成30年7月豪雨をふまえ、住民目線のソフト施策の
さらなる推進、災害の教訓を風化させない防災教育の推進。
浸水リスクを共有し、被害を低減するまちづくりと一体となった
治水対策を検討するため、関係機関のさらなる連携強化
→太田川の特性をふまえたきめこまやかな情報提供や
防災教育、まちづくりと一体となったの治水対策を推進する。

＜主な内容＞
□水防災意識再構築の推進
・ハザードマップの作成・周知
・多機関連携型マルチタイムライン
・危機管理型水位計、ライブカメラ

□まちづくりと一体となった取り組み
（例）家屋のかさ上げ、安全な土地
利用の誘導、雨水貯留・浸透施設
の整備等

③防災減災に向けたさらなる取り組みの推進
（流域全体で行う流域治水、ソフト対策）
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平成３０年７月豪雨をふまえた太田川水系河川整備計画の変更
～安全・安心な暮らしを守り、『水の都ひろしま』を次世代へ引き継ぐかわづくり～
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太田川水系河川整備計画【大臣管理区間】(変更原案)への意見提出について

■太田川水系河川整備計画【大臣管理区間】(変更原案)の公表に合わせ、関係住民の意見を反映
させるために必要な措置として下記を予定している。
※意見募集期間：令和２年７月９日～８月１１日（８月１１日必着）
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